
民
主
的
生
活
の
基
礎
と
し
て
の
米
國
小
壁
教
育
の
襲
達
大
観

小

西
　
　
重

直

　
　
米
噸
へ
最
初
植
民
せ
る
英
人
の
中
に
は
清
敏
徒
の
一
團
の
如
く
信
卿
の
自
由
を
得
ん
と
の
宗

　
激
的
動
機
に
因
る
も
の
も
あ
っ
だ
、
彼
等
は
最
初
和
蘭
に
移
住
し
信
仰
上
の
塵
迫
よ
う
理
れ
尤
る

　
田
畑
子
供
達
が
和
蘭
風
に
化
す
る
を
喜
ば
ず
、
信
仰
の
膚
由
を
得
る
と
共
に
英
民
族
的
の
生
活
を

　
維
持
せ
ん
爲
め
に
新
大
陸
を
憧
憬
し
、
ブ
リ
マ
ウ
ス
に
上
陸
せ
る
降
雪
的
植
民
者
で
あ
っ
た
の
で

　
あ
る
。
然
れ
ど
竜
東
海
岸
の
中
央
部
や
南
部
に
殖
民
せ
る
も
の
＼
様
に
経
濟
的
動
機
に
因
る
竜

　
の
が
多
数
で
あ
っ
て
而
か
竜
ゴ
8
ル
ド
を
登
見
せ
ん
と
の
出
町
的
な
冒
瞼
家
も
少
く
は
な
か
つ

　
だ
の
で
あ
る
が
、
其
植
民
の
動
機
の
如
何
を
問
は
ず
、
彼
等
は
大
野
に
於
て
自
己
の
生
活
を
自
分
で

　
決
定
せ
ん
と
す
る
様
な
自
由
な
膚
主
的
態
度
を
有
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ミ
ジ
ス
タ
ξ
ペ
ル

　
ヒ
は
民
主
國
の
入
間
は
膚
主
的
な
自
己
決
定
的
態
度
を
有
す
る
は
當
然
で
あ
る
が
、
佛
國
の
共
和

m
政
治
は
主
と
し
て
合
理
的
な
論
理
的
な
思
想
上
の
力
に
依
荏
レ
米
國
の
艮
主
帥
な
政
治
は
其
内

　
　
　
　
　
混
寵
的
生
濡
の
慕
礎
と
し
て
の
栄
幽
小
醗
教
育
の
櫛
型
大
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
瞥
攣
研
究
　
第
断
＋
二
號
　
　
　
　
、
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
α
、

㎜
面
の
實
際
的
要
求
で
あ
る
其
意
志
の
カ
に
依
存
し
て
居
る
9
峯
霧
§
9
嶺
6
♂
・
ξ
の
巳
3
⇔
魯
お
O
瓜
・

　
く
9
H
器
α
勘
）
と
い
ふ
て
居
る
が
、
佛
國
は
兎
も
角
米
人
の
自
主
的
な
馬
下
の
跡
を
調
べ
て
見
る
と

　
植
民
時
代
よ
ウ
今
日
に
至
る
迄
斯
か
る
傾
向
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
の
禺
的
な
い
事

　
實
で
あ
る
。

　
　
此
壁
際
的
要
求
よ
ウ
起
れ
る
理
念
と
洋
行
と
は
、
米
國
の
建
國
、
米
國
の
駿
達
を
可
能
な
ら
し
め

　
だ
申
核
で
あ
る
．
。
而
し
て
此
理
念
の
存
績
此
理
念
の
實
現
に
は
自
己
完
成
と
い
ふ
乙
と
が
必
要

　
で
あ
る
。
是
に
敏
育
と
い
ふ
事
實
が
起
ウ
、
敷
育
夫
れ
自
身
の
方
針
や
方
法
に
資
す
る
研
究
も
漸

　
弐
必
要
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。
自
己
決
定
と
自
己
完
成
、
帥
肖
主
自
由
の
生
活
と
敏
育
、
此
二

　
つ
の
竜
の
は
米
國
の
念
達
と
離
る
＼
ε
が
出
軍
な
い
の
で
あ
る
。
（
剴
三
㍗
＜
o
二
H
H
面
b
。
ω
）
然
し
な
が
ら

　
植
民
時
代
に
於
て
は
絶
ネ
ク
チ
カ
ワ
ト
や
”
｝
ド
ア
イ
ラ
ン
ー
3
の
如
き
臼
治
特
許
の
揚
所
は
別
と

　
し
て
王
領
や
地
主
の
勢
力
を
中
心
と
し
て
居
る
所
の
植
民
地
に
於
て
は
未
だ
十
分
な
る
政
治
的

　
良
治
と
は
い
は
れ
な
い
献
態
に
あ
っ
カ
の
で
あ
る
し
、
殊
に
経
濟
的
生
活
に
於
て
は
人
と
自
然
に

　
算
し
非
常
な
奮
闘
を
要
し
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
先
づ
生
物
的
な
自
活
の
途
を
立
つ
る
に
急
で

　
あ
っ
だ
の
は
止
む
を
得
な
い
ど
で
あ
る
。
然
し
ブ
リ
マ
ウ
ス
植
民
繕
事
僅
か
に
十
八
年
に
し
て

　
宗
敏
的
の
精
秘
を
根
抵
と
し
尤
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
風
の
大
學
と
い
は
れ
尤
ハ
蚕
バ
言
｝
大
器
の
墓



　
礎
が
置
か
れ
た
の
は
實
に
敬
服
に
債
す
る
と
い
は
ね
ば
な
ち
な
い
。
其
後
ゲ
ア
ジ
晶
ア
に
於
て

　
は
ス
コ
ヲ
チ
風
と
稽
ぜ
ら
る
＼
所
の
ウ
率
リ
ア
ム
、
ア
ン
ー
3
。
メ
ジ
言
出
學
も
來
、
米
國
風
の
大
學
だ
と

　
繕
せ
ら
れ
π
工
童
ル
大
笠
も
十
八
世
紀
の
初
あ
に
創
設
さ
れ
、
芽
立
布
告
に
至
る
ま
で
の
問
に
約

　
十
個
の
大
饗
が
建
設
さ
れ
た
の
は
注
月
に
偏
す
る
の
で
あ
る
。
固
よ
り
各
大
里
は
其
創
設
の
當

　
時
に
於
て
夫
々
非
常
に
苦
心
し
、
其
網
野
に
就
て
も
辛
抱
強
く
堅
忍
自
重
の
態
度
を
示
し
て
居
る

　
，
之
と
は
日
本
め
宮
立
大
學
な
ど
＼
比
較
さ
れ
べ
き
で
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
　
例
へ
ば
ハ
『
パ

　
雷
ト
大
學
は
ガ
ス
ト
ン
が
マ
ず
チ
ュ
署
セ
ッ
ツ
瀞
殖
民
地
の
首
都
と
な
つ
だ
八
年
目
即
千
六
百
三
十

　
八
年
に
宗
敢
家
ハ
貰
バ
貰
ト
の
数
百
ポ
ン
ド
に
介
す
る
遺
産
及
ご
百
六
十
冊
許
ら
の
尊
書
の
害

　
附
に
よ
う
て
其
基
礎
を
置
か
れ
カ
の
で
あ
る
が
此
義
墨
に
激
ま
さ
れ
て
或
は
綿
服
だ
と
か
、
皿
五

　
放
だ
と
か
、
砂
糖
匙
一
掴
と
か
い
ふ
平
な
篤
志
な
寄
附
も
あ
っ
だ
と
い
ム
こ
と
で
あ
る
。
米
國
は

　
入
民
の
國
で
あ
る
様
に
米
墨
最
初
の
大
學
竜
實
に
人
民
に
よ
3
て
其
墓
礎
が
禺
來
だ
の
で
あ
る
。

　
工
奮
ル
大
學
の
如
き
竜
十
嚇
人
の
牧
師
が
霞
ら
進
ん
で
建
設
委
員
會
を
組
織
し
半
期
が
寄
附
せ

　
る
四
十
冊
の
書
旛
を
以
て
創
設
の
栖
本
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
此
等
十
叫
人
の
委
員
申
．
国
入
ま

　
で
が
ハ
罫
バ
ー
ト
大
鑑
の
卒
業
生
で
あ
る
の
で
工
奮
ル
は
米
園
育
ち
の
人
の
手
に
よ
ム
て
起
さ

翻
れ
禿
最
初
の
大
學
と
い
は
れ
て
居
る
の
で
あ
ゑ
票
田
大
學
開
設
後
一
ケ
年
孕
の
聞
は
學
生

　
　
　
　
冗
　
民
叢
酌
繊
漁
の
塞
礎
乏
毒
て
傷
米
遡
小
醗
教
育
の
勲
等
大
毅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
蕊
謡



　
　
　
　
　
哲
雛
研
究
　

錦
齢
十
篇
鍛
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
瓢

期
は
僅
か
に
唯
π
の
一
入
の
み
で
あ
っ
た
。
賃
下
な
ど
で
は
學
生
が
な
い
の
に
大
魚
は
無
用
で
あ
．

　
る
腰
止
す
。
へ
し
な
ど
＼
議
論
を
轟
て
る
こ
と
＼
思
ふ
が
よ
く
辛
抱
し
尤
も
の
で
あ
る
。
揚
所
の

　
如
き
も
初
あ
は
三
ケ
所
に
於
て
開
講
さ
れ
、
後
六
ケ
厨
に
分
留
し
、
ニ
ュ
ー
へ
互
プ
ン
に
統
一
さ
れ
て

　
永
久
の
二
二
を
置
か
れ
だ
の
は
實
に
千
七
百
十
八
年
で
あ
っ
て
創
立
後
十
七
年
目
の
こ
と
で
あ

　
つ
カ
の
で
あ
る
看
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
濫
費
の
登
達
す
る
初
め
に
は
其
指
導
者
を
養
威
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
高
等
の
敏
育

　
機
關
を
先
き
に
す
る
の
は
止
む
を
得
手
い
こ
と
で
あ
ら
う
、
二
二
の
植
民
時
代
に
於
て
竜
民
主
的
、

　
膚
主
的
生
活
に
必
要
な
自
己
完
成
の
激
育
は
初
め
は
一
部
の
階
級
に
限
ら
れ
、
主
と
し
て
高
等

　
の
敢
育
に
カ
を
入
れ
小
學
骨
拾
、
民
衆
一
般
の
敏
育
に
重
て
は
甚
だ
振
は
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
。

　
例
へ
ば
ヴ
ア
ジ
ニ
ァ
な
ど
に
於
て
は
最
初
の
植
民
は
千
六
百
〇
七
年
で
あ
る
が
、
約
十
ケ
年
間
許

　
う
は
物
干
と
い
ム
竜
の
は
な
か
つ
π
の
で
あ
る
、
千
六
百
十
六
年
に
初
め
て
英
町
王
ぜ
す
ム
ス
一

　
世
の
考
で
印
度
入
や
町
人
の
子
弟
の
敢
育
の
爲
め
に
四
聖
設
立
の
企
て
が
あ
っ
た
け
れ
ど
竜
殆

　
ん
ど
實
現
さ
れ
な
か
つ
だ
。
　
其
後
数
年
を
経
て
東
印
度
會
夢
心
燭
の
工
船
懸
が
乗
客
よ
参
七
十

　
ボ
ン
ド
許
う
の
寄
附
金
を
集
め
此
を
以
て
敷
會
又
は
學
按
を
趨
さ
ん
と
せ
し
竜
頭
れ
唆
だ
實
現

　
さ
れ
な
か
つ
詑
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
多
少
小
母
校
ら
し
き
竜
の
が
出
町
表
の
は
千
六
百
三
十



層

　
四
五
年
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
申
央
部
の
植
民
地
紐
育
な
ど
に
於
て
菟
最
初
の
小
平
敷
育
は
殆
ん

　
ど
滑
稽
じ
み
だ
も
の
で
あ
る
、
和
蘭
人
が
七
三
を
占
領
せ
る
時
代
に
も
多
少
の
教
育
酌
施
設
が
あ
、

　
つ
疫
の
で
あ
る
か
、
千
六
百
六
十
四
年
に
英
領
植
民
地
と
な
り
ニ
ュ
ー
ア
ム
ス
タ
ル
ダ
ム
は
ニ
ュ
董
ヨ

　
貰
ク
と
改
稻
さ
れ
初
め
の
問
は
和
蘭
入
な
ど
を
敏
師
に
傭
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
契
約
書

　
な
ど
が
餓
程
王
土
い
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
學
稜
の
授
業
は
午
前
八
時
よ
ウ
十
一
時
迄
で
あ
る

　
と
か
、
一
ケ
年
の
中
九
月
よ
蚤
六
月
迄
九
ヶ
月
聞
授
業
す
る
義
務
を
有
す
と
か
、
野
師
は
敏
會
を
掃

　
除
し
人
民
が
敏
會
に
集
る
前
に
上
野
開
始
を
一
般
に
知
ら
し
む
る
爲
め
に
三
度
寺
鐘
を
鳴
ら
す

　
べ
し
と
か
、
敏
師
は
郷
民
の
埋
葬
が
あ
る
揚
合
墓
の
穴
を
掘
ウ
相
思
の
報
酬
を
弛
く
る
と
い
ム
檬

　
な
條
項
な
ど
が
見
へ
て
居
る
が
、
要
は
五
時
の
轡
師
と
い
ぶ
竜
の
は
敏
師
で
あ
ウ
．
牧
師
で
あ
う
、
敏

　
會
の
小
使
で
あ
ウ
、
墓
穴
を
掘
る
翌
翌
で
あ
る
の
で
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
斯
の
様
な
轡
師
に
よ
参

　
て
一
般
人
民
の
薗
己
完
成
が
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
之
と
は
頗
る
疑
問
で
あ
る
。
（
O
。
蓉
Φ
錆
磐
ω
8
藁
。

　
臨
匿
費
δ
暮
同
。
羅
貯
9
。
d
q
一
8
篇
論
客
。
ω
目
㊤
O
欝
α
質
戯
。
。
。
。
℃
）
申
央
部
の
殖
民
地
に
於
て
も
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
の

　
即
き
は
植
民
後
間
竜
獄
く
小
笹
教
育
の
究
め
に
ヵ
を
早
し
た
と
い
ふ
の
で
注
目
さ
れ
だ
の
で
あ

　
る
蓋
し
此
地
方
の
植
民
は
ウ
ヰ
ツ
ア
ム
、
ペ
ン
に
よ
う
て
創
設
さ
れ
控
の
で
あ
る
が
、
彼
の
父
は
元

一
挙
海
軍
の
王
宮
で
あ
立
下
院
の
議
員
と
竜
な
ム
英
君
で
は
湘
當
な
勢
力
を
有
し
て
居
つ
π
と
い

　
　
　
　
　
塁
聖
秀
三
三
t
て
粟
國
小
學
教
育
の
濃
斐
槻
　
、
　
　
　
、
　
　
　
．
葦



　
　
　
　
　
哲
學
班
，
究
　
第
㎎
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
、
　
　
　
　
　
　
瀧
穴
騰

鵬
　
ム
乙
ど
で
あ
る
が
、
政
府
よ
う
若
干
金
を
受
取
る
べ
き
…
橿
利
を
有
す
る
乙
と
を
其
子
の
ウ
ヰ
リ
ア

三

　
ム
、
ペ
ン
に
遺
言
と
し
て
傳
へ
π
の
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
は
罰
金
を
支
拗
ふ
代
う
に
米
國
の

　
此
地
方
を
ペ
ン
に
譲
興
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ン
は
此
地
方
を
。
。
）
・
H
〈
諺
貯
（
ぞ
8
巳
聾
衛
の

　
意
）
と
温
し
た
の
で
あ
る
が
王
は
更
ら
に
ペ
ン
家
の
ペ
ン
を
此
れ
に
附
加
し
て
遽
に
娼
曾
屡
胤
く
謬
鍵

　
と
着
す
る
に
至
ρ
千
六
百
八
十
一
年
に
若
干
の
人
問
が
此
慮
に
植
民
し
翌
年
ペ
ン
膚
ら
此
地
へ

　
來
う
男
三
子
巴
喜
ぎ
（
O
零
）
．
o
h
犀
。
窪
Φ
芸
．
ぎ
づ
Φ
）
を
建
設
し
た
と
い
は
れ
て
居
る
、
ペ
ン
は
元
來
牛
津
大
學

　
の
學
生
時
代
よ
う
二
心
な
る
ク
エ
書
力
蓄
宗
の
信
者
で
あ
っ
て
、
父
は
此
を
喜
ば
ず
し
て
佛
國
へ

　
聴
學
せ
し
め
た
程
で
あ
っ
た
が
、
ペ
ン
は
矢
張
飽
く
迄
其
信
仰
を
改
め
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
元
・

　
來
ク
エ
罫
温
言
宗
の
極
端
な
竜
の
は
、
聖
書
は
宗
敏
に
あ
ら
ず
し
て
宗
敏
の
記
録
で
あ
る
、
翼
の
宗

　
敏
は
入
間
の
内
面
的
な
翼
情
に
存
す
と
い
ふ
様
な
考
で
万
福
な
生
活
を
主
嚇
し
素
朴
な
簡
易
な

　
正
し
き
生
活
を
慕
っ
て
居
っ
た
の
で
、
動
も
す
れ
ば
學
術
的
翼
理
の
研
究
に
指
し
て
は
此
を
無
用
・

　
観
す
る
の
傾
向
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
ペ
ン
は
聯
の
生
活
に
近
く
に
は
敏
育
が
必
要
で
あ

　
る
、
紳
の
意
に
一
致
す
る
所
の
眞
理
は
生
活
上
山
値
あ
る
竜
の
と
認
め
、
殊
に
藪
學
と
か
測
量
と
か

　
建
築
、
造
船
等
に
議
す
る
知
能
を
有
盆
の
も
の
と
考
へ
て
居
つ
π
の
で
あ
る
。
　
其
植
民
創
設
の
翌

　
々
や
年
即
ち
千
六
百
八
十
三
年
に
人
民
二
男
已
に
學
校
命
を
通
遇
し
、
見
童
の
保
護
者
は
見
二
十
二



　
歳
に
至
る
迄
の
問
に
已
に
書
を
護
み
字
を
書
き
得
る
檬
に
敏
値
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
凡
て
の
見
童

　
は
日
常
生
活
に
必
要
な
る
職
業
的
準
備
．
に
就
て
も
敏
育
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
此
等
に
蓮
反
す
る

　
竜
の
は
五
逆
の
科
料
に
寄
す
と
い
ふ
様
な
法
令
を
設
く
る
に
至
う
、
其
後
六
年
菲
麿
に
　
寧
凶
曾
翻

　
唱
q
び
ぎ
。
。
鼻
0
9
な
ど
が
開
設
さ
れ
凡
て
の
階
級
を
命
じ
、
男
女
の
兜
童
を
入
學
せ
し
め
貧
困
の
子
弟

　
は
無
月
謝
と
な
せ
る
如
き
其
三
時
に
於
て
は
注
目
に
便
す
る
事
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
北
部
殖
民
地
な
る
ニ
ュ
婁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
に
於
て
は
例
へ
ば
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
．
ワ
灘
植
民
地

　
な
ど
に
於
て
も
其
植
民
創
設
後
蚊
露
命
に
し
て
小
學
教
育
に
画
す
る
法
令
上
の
規
程
竜
制
定
さ

　
れ
控
、
帥
ち
千
六
百
四
十
七
年
に
登
布
せ
る
法
令
を
見
る
の
に
五
十
家
・
族
を
有
す
る
揚
所
は
一
の

　
小
氷
蜜
を
、
百
家
族
を
有
す
る
揚
駈
に
は
一
の
中
學
校
を
建
設
す
べ
き
乙
と
を
規
定
し
、
一
ケ
年
以

　
毒
忌
を
怠
る
揚
合
に
は
心
底
の
壷
金
を
課
す
る
こ
と
に
し
π
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
二
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

　
貝
常
の
實
際
の
生
活
の
爲
あ
に
忙
は
し
く
多
く
の
揚
所
に
於
て
は
學
校
を
暖
く
る
よ
ム
竜
五
膀

　
の
科
金
を
納
む
る
方
が
安
．
便
な
ウ
と
の
考
を
有
し
學
綾
の
開
設
極
め
て
稀
れ
で
あ
っ
だ
と
い
ふ

　
乙
と
で
あ
る
十
八
世
紀
の
初
め
頃
に
な
っ
て
も
面
懸
敏
育
は
爾
一
般
に
不
振
で
あ
っ
て
「
子
供
は

　
學
校
へ
行
か
ず
，
學
校
は
子
供
へ
行
く
」
と
い
ふ
奇
態
な
現
象
で
あ
っ
た
帥
ち
巡
回
學
按
で
あ
っ
て

㎜
學
狡
が
諸
所
に
巡
回
し
て
一
ケ
所
に
歎
週
熱
血
は
三
四
ヶ
月
の
問
學
被
を
開
き
各
地
を
憎
々
巡

　
　
　
　
　
恥
主
的
生
活
の
甚
礎
と
し
て
の
出
小
國
小
畢
敏
育
の
噺
彼
曲
運
大
聖
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
六
五
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曽
　
　
　
　
　
　
六
六

鵬
回
し
て
敏
宣
す
る
の
で
あ
っ
た
、
．
（
三
戸
ビ
臨
⇔
9
趣
く
。
葺
毒
。
恥
夢
㊦
凶
器
¢
陰
び
ぎ
。
・
9
。
o
一
こ
e
憲
審
彰
お
O
野
冊
や
）
。

・
－
　

．

　
　
　
コ
ネ
ク
チ
カ
ッ
ト
地
方
の
植
民
も
千
六
百
三
十
一
年
頃
よ
り
漸
次
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
敏

　
育
に
關
す
る
規
程
は
千
六
百
五
十
年
の
コ
ネ
ク
チ
カ
．
卜
法
令
の
申
に
初
て
見
え
て
居
る
の
で
あ

　
る
。
例
へ
ば
雨
意
は
其
子
供
に
英
語
を
敏
へ
し
む
る
義
務
を
有
す
、
叉
宗
教
教
育
を
強
制
し
、
禺
來
る

　
丈
實
業
敏
育
を
竜
施
す
べ
し
と
規
定
し
て
居
る
、
ヘ
ン
リ
ー
、
バ
薯
ナ
宴
ド
の
所
読
に
よ
，
れ
ば
十
八

　
世
紀
の
初
め
に
猛
る
、
コ
ネ
ク
チ
ヵ
ワ
ト
地
方
に
於
て
は
児
童
の
保
護
者
は
児
童
に
聖
書
を
護
む
カ

　
を
養
ひ
叉
同
地
方
の
主
要
な
法
令
を
理
良
し
、
正
し
き
職
業
の
準
備
敏
育
を
施
し
て
居
っ
た
、
七
十

　
家
族
以
上
を
有
す
る
場
所
に
て
は
一
ヶ
年
を
通
辱
じ
て
一
の
小
鷺
按
を
開
き
、
七
十
家
族
以
下
の
場

　
所
に
て
は
一
ケ
年
に
少
く
も
六
ケ
月
間
小
置
忘
敏
育
を
施
す
様
に
な
っ
て
居
つ
だ
と
い
ふ
こ
と

　
で
あ
る
。
（
勺
①
℃
。
唇
9
国
定
霊
芝
。
霧
｝
O
O
営
實
彗
Φ
①
一
。
。
津
む
く
9
嵩
副
駒
器
為
乙
？
b
。
日
影
曾
ヨ
H
一
貯
・
。
訂
註
。
口
。
h
含
窓
曜
宣
一
¢

　
国
身
δ
㌍
簿
諺
乙
密
猛
穂
○
同
ざ
。

　
　
要
す
る
に
植
民
時
代
に
於
て
は
敏
育
に
肥
す
る
法
令
上
の
規
程
を
黒
く
る
以
前
に
も
個
人
叉

　
は
二
黒
よ
ゆ
の
補
助
の
下
に
多
少
の
實
際
的
な
試
が
あ
っ
π
の
で
あ
る
が
、
法
令
上
の
規
程
と
共

　
に
一
般
的
敏
育
施
設
が
公
共
騰
膣
の
義
務
行
爲
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
隊
大
陸
に
於
け
る
檬
に

　
敷
育
は
敏
會
に
よ
う
て
猫
占
さ
る
＼
乙
と
な
く
、
斌
會
一
般
の
竜
の
で
あ
る
と
い
ふ
残
響
的
態
度



で
あ
っ
た
の
は
新
大
陸
に
於
け
る
特
色
で
み
る
。
然
し
其
様
際
に
於
て
は
種
痘
施
の
状
況
甚
だ
石

不
徹
底
な
も
の
で
從
っ
て
今
の
米
國
人
が
標
榜
す
る
檬
な
人
民
自
決
の
政
治
生
活
や
、
入
寺
良
決

の
魁
パ
曾
生
活
が
十
分
に
徹
底
す
る
こ
と
が
出
盛
な
か
っ
た
の
で
此
織
は
實
は
爾
階
級
的
で
あ
っ

て
李
等
爲
由
に
到
記
し
て
居
ら
な
か
つ
だ
と
見
る
よ
う
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

二

　
　
植
民
全
伐
は
蹄
偉
人
や
無
慮
以
外
よ
ウ
の
植
民
者
と
の
交
渉
葛
藤
は
別
と
し
て
主
と
し
て
は

　
客
観
的
臼
然
界
に
面
す
る
加
工
で
あ
っ
π
、
薗
然
界
を
肖
然
其
儘
に
放
任
せ
ず
に
着
れ
に
人
の
カ

　
を
加
へ
磨
る
黙
よ
う
見
れ
ば
一
種
の
文
化
事
業
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
大
呼
に
於
て
は
生
活
其
の

　
竜
の
に
忙
は
し
く
、
自
由
獲
得
と
い
ム
織
よ
う
見
れ
ば
自
然
を
支
配
す
る
こ
と
に
主
力
が
注
が
れ
、

　
豪
然
支
配
の
肖
由
と
で
も
い
は
る
べ
き
時
代
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
猫
鳶
職
璽
に

　
よ
う
て
更
に
政
治
的
自
由
を
得
た
の
で
あ
る
、
否
な
巌
密
に
言
ぼ
Ψ
政
治
的
自
由
と
言
は
ん
よ
飢

9　
は
先
づ
政
治
的
に
解
放
さ
れ
、
然
る
後
漸
次
其
慮
由
を
登
達
さ
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
猫
立
職
輯

　
は
、
話
本
國
よ
ウ
見
れ
ば
國
法
違
反
の
密
輸
入
者
等
の
利
己
心
が
動
機
と
な
っ
た
と
素
見
ら
れ
や

㎜
－
う
が
、
米
人
に
取
う
て
は
ニ
ュ
書
イ
ン
グ
ラ
ソ
ー
3
地
方
の
少
歎
の
勤
王
者
を
除
き
て
は
英
本
國
の
暴

　
　
　
　
　
斑
虫
的
生
活
の
藻
礎
と
一
，
て
め
米
國
小
雄
…
教
育
の
獲
泄
大
難
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
「
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四
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六
八

創ゆ

ｭ
に
聴
す
る
正
義
の
職
で
あ
っ
だ
ら
う
。
思
想
の
方
、
面
に
於
て
乱
離
國
の
革
命
が
啓
蒙
的
二
二
、

　
の
背
景
を
有
す
る
様
に
米
國
に
於
て
も
理
性
的
な
理
騨
．
敏
的
思
想
が
清
敏
徒
の
奮
思
想
を
塵
迫

　
し
、
理
性
的
な
自
我
の
自
畳
を
見
る
に
至
う
、
正
義
自
由
の
叫
を
高
め
π
も
の
と
も
見
ら
る
る
の
で

　
あ
る
ρ
ジ
レ
藍
の
論
ず
る
様
に
髄
鞘
の
田
紳
蝉
騒
思
想
に
は
四
の
流
れ
が
あ
っ
た
、
一
は
ぜ
フ
ハ

　
置
ソ
ン
な
ど
の
政
治
的
理
紳
敏
的
思
想
で
あ
っ
て
國
家
の
補
助
を
即
く
惹
敢
會
的
思
想
よ
ム
轄

　
じ
て
哲
山
事
考
察
の
良
由
と
な
つ
だ
竜
の
で
あ
る
、
二
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
な
ど
を
中
心
と
す
る
白

　
然
主
義
真
理
聯
教
的
思
想
で
あ
っ
て
神
異
的
の
傾
向
を
科
學
的
傾
向
に
興
じ
さ
せ
π
込
の
で
あ

　
る
、
三
は
ア
レ
ン
な
ど
の
主
張
す
る
合
理
的
理
紳
敏
的
尊
皇
で
聯
の
獣
示
を
排
し
て
理
性
を
重
ん

　
ず
る
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
、
四
は
ぺ
藍
ン
な
ど
の
常
識
的
理
淋
敏
的
で
剛
般
人
民
の
問
に
理
性

　
奪
重
の
自
身
を
喚
起
し
力
竜
の
で
あ
る
。
（
崔
ξ
一
臣
言
9
、
凶
。
諺
夢
。
＝
σ
q
客
（
お
H
歌
題
み
・
譲
℃
・
）

　
　
政
治
的
に
解
放
き
れ
π
歌
頭
よ
り
人
民
自
身
の
翼
の
嵐
由
政
治
に
達
す
る
に
は
國
民
一
般
の

　
普
通
飼
育
が
根
抵
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
綴
け
れ
ど
も
限
前
に
迫
る
問
題
と
し
て
先
づ
國
民
の
経
濟

　
的
生
活
の
向
上
を
奮
う
教
育
事
業
は
第
二
の
問
題
と
さ
れ
だ
の
で
あ
る
、
大
事
に
於
て
南
方
は
盆

　
農
業
の
螢
逮
を
圖
ウ
北
方
に
て
も
・
マ
ず
チ
ュ
子
童
。
ッ
の
造
船
業
は
盆
進
歩
の
歌
況
を
呈
し
、
千
八
百

　
二
十
五
年
エ
リ
「
蓮
河
の
竣
功
と
共
起
撫
育
市
は
物
資
集
散
の
大
市
揚
と
な
う
、
入
員
も
俄
か
ド



　
に
暦
加
．
す
る
に
至
ウ
海
。
　
濁
立
載
挙
開
姶
前
よ
う
英
國
に
て
は
機
楓
を
米
國
に
楡
押
す
み
こ
と

　
を
禁
止
せ
る
が
職
箏
後
は
此
禁
制
一
暦
嚴
重
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
或
は
英
國
に
渡
ρ
て
工
場

　
を
硯
察
す
る
あ
蚤
、
自
ら
進
ん
で
機
械
を
登
明
す
る
も
の
も
出
て
來
た
、
殊
に
千
入
百
三
十
年
よ
う

　
同
四
十
年
に
棄
る
十
年
間
は
米
國
に
於
け
る
工
業
革
命
時
代
と
も
平
せ
ら
れ
馬
力
や
水
力
が
蒸

　
氣
力
に
其
地
位
を
譲
う
、
機
械
工
業
が
弱
々
隆
盛
に
趣
く
様
に
な
つ
尤
の
で
あ
る
が
其
頃
よ
う
．

　
早
く
も
螢
働
問
題
を
起
し
來
ウ
千
八
百
三
十
一
年
半
は
ボ
ス
ト
ン
に
於
て
農
民
や
勢
働
者
の
會

　
合
を
見
る
に
至
ク
、
彼
等
の
子
弟
の
敏
育
問
題
な
ど
に
就
て
竜
意
見
の
交
換
が
あ
う
、
早
智
普
及
の

　
聲
は
農
民
や
・
勢
働
者
の
側
よ
り
も
高
め
ら
れ
て
家
尤
の
で
あ
る
。
殊
に
ホ
レ
；
ス
、
マ
ン
や
ヘ
ン

　
リ
；
、
バ
蜜
ナ
置
ド
な
ど
の
敷
育
行
政
官
が
米
國
本
塗
の
デ
モ
ク
ラ
シ
書
を
實
行
せ
ね
ば
な
ら
綴

　
と
考
へ
一
意
愚
心
小
聖
敏
育
の
改
善
に
努
力
し
、
其
内
容
の
思
子
を
墨
ぐ
る
畳
め
に
主
と
し
て
ペ

　
ス
タ
ロ
濯
チ
ー
の
敏
育
主
義
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
鮭
鱒
の
改
革
者
で
あ
う
、
敏
育
の
階
級
的
占

　
有
の
破
壊
者
で
あ
っ
た
彼
の
デ
モ
ク
ラ
シ
置
的
の
思
想
と
事
業
、
凡
て
の
人
殊
に
下
層
の
人
を
愛

　
し
疫
彼
の
興
情
駈
其
肖
由
な
、
活
動
的
な
、
調
和
的
な
・
彼
の
敏
育
思
想
が
デ
モ
ク
ラ
シ
君
を
憧
憬
す
る

　
米
人
に
歎
迎
さ
れ
カ
の
は
實
に
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
十
九
世
紀
以
後
に
於
け
る
猫
逸
の

撒
初
等
敏
育
の
爽
達
は
ペ
ス
タ
・
・
チ
あ
精
紳
に
・
暫
く
と
い
ふ
慾
過
言
で
は
な
い
朗
蒔
は
保
守

　
　
　
　
　
幌
主
的
生
活
の
茶
礎
と
し
て
の
米
國
小
雄
教
育
の
獲
建
大
槻
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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囎
涙
の
爲
め
に
墜
迫
を
受
け
ヂ
エ
ス
タ
ル
ウ
紘
ヒ
な
ど
の
奮
囲
に
よ
ウ
て
漸
く
再
び
此
面
育
紳
の
復

1

　
活
を
見
る
に
，
至
つ
カ
の
で
あ
る
が
米
國
に
於
て
は
斯
檬
な
惨
劇
の
歴
、
吏
を
見
な
か
つ
尤
の
で
あ

　
る
。
　
現
代
に
建
て
は
昔
の
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
鳶
頭
翌
年
儘
で
は
敏
育
界
の
蘇
生
竜
困
難
で
あ
ら
う
。

　
ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
『
の
煽
情
に
基
き
更
む
に
其
杜
會
的
な
理
性
的
な
精
…
紳
を
駿
展
さ
す
る
様
な
薪
ペ

　
ス
タ
。
ロ
・
チ
ー
主
義
が
現
代
の
要
求
で
あ
ら
う
と
思
ふ
が
、
共
心
時
の
米
國
に
於
て
は
濁
逸
に
於
け

　
る
機
械
的
な
教
育
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
『
の
精
紳
に
眠
き
磯
展
的
理
想
的
と
な
っ
た
檬
に
ペ
ス
タ
ロ

　
ヅ
チ
「
其
儘
の
教
育
主
義
に
よ
ウ
て
教
育
の
制
度
及
内
容
に
煽
て
デ
モ
ク
ラ
シ
婁
の
理
想
を
實
現

　
せ
ん
と
し
ぬ
め
で
あ
っ
た
。
蓋
し
モ
ン
ロ
ー
に
よ
れ
ば
ペ
ス
タ
罧
。
チ
ー
圭
義
を
米
國
へ
入
れ
る

　
歳
就
て
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
マ
ク
ジ
ウ
ア
と
い
ム
人
の
骨
折
を
先
づ
第
舶
に
認
め
ね
ば
な
ち
な
い
。

　
彼
は
元
徳
ス
コ
。
ト
ラ
ン
ド
生
れ
の
商
人
で
あ
っ
カ
が
千
八
百
〇
三
年
米
國
へ
移
住
し
米
國
政
府

　
よ
ゐ
政
治
問
題
の
委
員
と
し
て
佛
國
へ
涙
遺
さ
れ
る
こ
と
に
な
互
博
物
館
や
普
遜
前
壷
な
ど
に

　
激
す
る
取
調
を
竜
、
委
託
さ
れ
だ
。
當
時
工
3
ヴ
藩
陛
ド
ン
の
小
三
品
に
於
て
其
盤
石
主
義
を
實
行

　
t
名
聲
・
歓
米
に
響
き
渡
っ
て
居
っ
た
所
の
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
互
を
千
八
百
〇
四
年
及
五
年
と
二
回
訪

　
問
し
、
ペ
ス
タ
ロ
ソ
チ
ー
に
渡
米
の
上
米
國
教
育
界
の
爲
め
に
活
力
し
て
貰
ひ
た
い
と
懇
願
し
だ
の

　
で
あ
っ
た
が
、
ぺ
氏
は
當
時
齢
六
十
歳
に
も
な
う
居
る
こ
と
と
て
自
分
の
渡
米
を
臨
退
し
、
其
都
τ



　
　
で
あ
っ
だ
窃
セ
ブ
、
ネ
ー
フ
を
推
薦
し
た
。
ネ
ー
フ
は
元
素
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
下
に
働
い
た
軍
人

　
　
で
あ
っ
て
酒
場
で
負
傷
し
た
以
呼
退
て
教
育
事
業
に
從
卑
し
、
干
八
百
年
頃
ブ
ル
グ
ド
．
ル
フ
へ
赴

　
　
き
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
」
を
助
け
て
居
つ
左
の
で
あ
る
が
、
二
塁
の
孤
児
救
滴
下
會
よ
う
べ
氏
《
ぺ
民
の

　
　
敏
育
主
義
に
精
逓
す
る
人
を
求
め
來
今
ぺ
氏
は
ネ
江
フ
を
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
　
而
し
て
ぺ
氏

　
　
は
マ
ク
リ
ゥ
ァ
に
向
っ
て
再
び
此
ネ
「
フ
を
推
薦
し
π
の
凶
、
あ
る
。
斯
く
て
千
八
百
〇
六
年
に

　
　
ネ
聾
フ
は
、
恵
小
國
へ
渡
り
千
八
百
〇
九
年
に
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ビ
ア
の
學
按
に
於
て
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
盤
主

　
　
義
の
敏
育
を
實
行
し
初
め
だ
の
で
あ
る
。
其
後
彼
は
有
名
な
ロ
バ
ー
ト
、
オ
㌃
エ
ン
の
新
ら
し
き

　
　
試
な
る
ユ
酵
蚤
ピ
ア
的
な
デ
毎
ク
ラ
シ
冨
主
義
の
薪
都
市
な
る
イ
ン
デ
ァ
ナ
州
の
ニ
ュ
ー
壁
塗
モ

　
　
ネ
ー
の
學
校
に
も
招
か
れ
千
八
百
二
十
五
年
よ
ウ
三
ケ
年
吊
り
の
聞
霊
力
し
π
の
で
あ
る
が
、
オ

　
　
婁
エ
ン
の
試
が
中
止
と
な
る
と
共
に
千
八
百
二
十
八
年
に
此
虜
を
塗
し
，
一
ニ
ケ
所
に
轄
等
し
千

　
　
八
百
，
五
十
四
年
に
矢
張
此
轟
匙
雪
ハ
露
モ
ネ
窪
に
於
て
逝
去
し
π
の
で
あ
る
。
（
宅
・
ψ
鼠
。
舅
。
甲
国
糞
9

　
　
藁
。
隔
9
0
囹
㊦
ω
『
ざ
§
凶
導
彫
○
ぎ
同
器
暮
営
d
銭
二
巴
望
纂
＄
日
O
C
ゴ
q
。
O
l
旨
⇔
ぎ

　
　
　
十
悪
世
紀
末
十
九
世
紀
初
期
に
於
て
は
米
國
の
思
想
界
は
佛
國
の
物
質
主
義
の
哲
學
思
想
や
、

　
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
實
在
主
義
の
早
場
鞍
ど
の
影
響
を
受
け
東
海
岸
南
方
は
殊
に
物
質
圭
義
の
恵

，
㎜
想
に
傾
ミ
中
央
部
は
ブ
ジ
ン
セ
ト
ン
を
申
心
と
し
て
實
在
主
義
的
の
傾
向
を
取
つ
π
と
い
ふ
ε

　
　
　
　
　
　
異
竈
的
繭
雄
活
の
耽
礁
礎
と
し
て
の
米
國
小
墨
藪
育
の
獲
達
大
蜘
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
七
｝



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
四
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
二

曜
で
あ
る
が
、
北
部
は
エ
マ
塗
ソ
ン
の
如
き
浪
漫
的
な
理
想
主
義
の
傾
向
が
張
い
様
に
思
は
れ
る
。

　
ペ
ス
タ
ロ
ッ
手
軍
の
敏
育
主
義
が
最
初
東
部
の
中
央
部
な
る
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ビ
ア
に
重
て
實
行
さ
れ
夫

　
れ
が
漸
々
北
部
殊
に
晶
ユ
雪
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
方
面
に
勢
力
を
占
む
る
に
至
っ
た
の
は
一
面
に
は
前

　
に
竜
蓮
ぶ
る
様
に
北
部
に
於
け
る
勢
働
階
級
の
生
活
改
善
の
問
題
と
結
び
付
き
易
い
性
質
が
あ

　
つ
だ
の
と
、
樹
モ
ー
一
つ
は
北
部
地
方
が
爾
比
較
的
理
想
主
義
的
な
思
想
を
生
活
上
の
背
景
と
な

　
し
だ
儒
め
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
當
時
米
國
に
曾
て
ぺ
民
の
知
育
主
義
の
宣
傳
者
と
し
て

　
有
名
で
あ
っ
だ
所
の
ラ
7
セ
ル
や
、
ヵ
｝
タ
す
や
、
ブ
ル
ッ
ク
や
、
ウ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ヂ
や
、
ア
ル
コ
ヅ
ト
の
如
き
は
大

　
抵
皆
＝
「
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ー
3
に
毛
払
を
有
す
る
人
々
で
セ
ル
ド
ン
の
如
き
竜
紐
育
州
生
れ
の
人
で
．

　
あ
る
。
殊
に
ペ
ス
タ
，
ロ
チ
～
秘
義
を
行
政
上
の
方
面
よ
ウ
鼓
吹
し
實
行
ず
る
に
努
力
し
π
る
米

　
國
初
等
敷
育
の
父
と
で
乱
言
は
る
べ
き
ホ
レ
｝
ス
、
マ
ン
は
マ
サ
チ
ュ
蓼
セ
，
ツ
州
に
生
れ
π
入
で
あ

　
ゑ
、
又
マ
ン
の
如
く
行
政
土
の
方
面
よ
り
ぺ
氏
の
教
育
主
義
の
血
行
を
カ
め
だ
の
み
で
は
、
な
く
、
ペ

　
ス
タ
ロ
ッ
テ
B
に
關
す
る
最
戸
有
盆
な
る
感
文
を
残
し
英
文
に
て
ペ
ス
タ
ロ
ヲ
チ
事
を
研
究
せ
ん
と

　
す
る
人
々
に
心
し
非
常
な
る
便
宜
を
奥
へ
だ
所
の
ヘ
ン
リ
ー
、
バ
｝
ナ
聖
ド
の
如
き
竜
亦
北
部
地

　
方
帥
コ
ネ
ク
チ
カ
ッ
ト
州
に
生
れ
だ
人
で
あ
る
。
十
九
世
紀
心
霊
に
於
け
る
米
國
敏
感
界
の
名
士

　
ハ
リ
ス
竜
セ
ン
ト
ル
4
ス
に
激
て
ペ
ス
タ
ロ
。
チ
｝
主
義
を
血
行
し
π
の
で
あ
る
が
、
彼
竜
亦
コ
ネ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
ク
チ
カ
ヴ
レ
の
小
誌
校
に
入
ウ
エ
聾
ル
大
學
を
卒
業
し
た
北
部
育
ち
の
理
想
主
義
者
で
あ
っ
た
。
、

　
要
は
米
國
に
於
け
る
ペ
ス
タ
ロ
ヅ
チ
「
主
義
の
デ
モ
ク
ラ
ッ
チ
ヲ
ク
な
敏
育
は
最
初
は
ネ
｝
フ
の
カ
に

　
よ
う
フ
ヒ
ラ
デ
ル
フ
ビ
ア
の
西
方
オ
ハ
イ
オ
や
イ
ソ
デ
ア
ナ
な
ど
に
竜
多
少
傳
へ
ら
れ
だ
の
で
あ
る

　
け
れ
ど
も
、
其
組
織
的
な
．
強
き
勢
力
は
主
に
貴
誌
州
や
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ゥ
や
、
口
聾
1
3
、
ア
イ
ラ
ン
ド
や
、

　
コ
ネ
ク
チ
カ
ヅ
ト
と
い
ふ
檬
な
米
國
の
東
部
北
方
に
於
て
駿
達
し
其
後
セ
ン
ト
ル
イ
ス
其
他
の
地

　
方
に
も
及
び
た
る
竜
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
二
二
る
様
で
あ
る
。
　
　
　
　
、

　
　
要
す
る
に
十
九
世
紀
初
二
期
は
米
國
小
學
型
置
育
に
於
け
る
貞
畳
維
新
の
時
代
に
し
て
米
人

　
本
來
の
自
由
な
民
主
的
な
自
決
的
な
生
活
を
實
現
す
べ
き
基
礎
と
し
て
初
等
敷
育
の
普
及
を
圖

　
う
其
内
容
に
於
て
は
主
と
し
て
ペ
ス
二
丁
。
チ
三
斜
義
の
階
級
打
破
的
な
人
本
的
な
敏
育
が
民
主

　
的
な
米
國
民
の
獣
迎
す
る
所
と
な
つ
π
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
㌧

　
　
二
身
行
政
の
方
面
に
於
て
は
各
州
は
多
く
十
八
世
紀
末
よ
う
十
九
澄
紀
初
孚
期
に
亘
う
て
制

　
上
せ
る
各
州
の
憲
法
の
精
紳
に
基
き
人
民
醐
般
の
三
巴
の
普
及
及
内
容
の
改
善
徹
底
を
圖
ら
ん

　
辞
め
に
著
し
く
中
央
二
丁
的
と
な
り
南
北
載
孚
に
至
る
ま
で
凡
そ
二
十
三
州
に
於
て
州
互
層
局

　
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
如
き
．
も
野
立
載
爾
當
時
よ
ム
・
國
民
的
統
一
を
目
的
と

㎜
す
る
町
民
大
土
の
創
設
の
必
要
を
賊
じ
て
居
っ
た
位
で
あ
っ
π
の
で
あ
っ
て
軍
民
一
般
の
幸
編

　
　
　
　
　
民
虫
的
生
活
の
飛
礎
と
し
て
め
米
幽
小
墨
教
育
の
装
遽
大
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
七
三
乳



　
　
　
蓉
墨
研
究
　
、
鑛
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
七
三

……

@
を
増
進
す
る
厨
の
民
主
的
生
活
の
基
礎
と
し
て
の
人
民
一
般
の
敏
育
を
駿
蓬
せ
じ
む
る
方
便
上

1

　
の
機
關
と
し
て
各
州
は
夫
ゲ
申
子
集
継
的
の
機
關
を
設
く
る
に
至
つ
π
の
で
あ
る
。
元
來
下
家

　
叉
は
公
共
無
官
が
中
央
に
統
一
的
の
機
關
を
設
く
る
と
い
ふ
こ
と
は
夫
れ
膚
身
に
於
て
デ
モ
ク

　
ラ
シ
ー
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
コ
　
其
機
關
を
痙
用
す
る
態
度
如
何
に
ょ
う
て
宮
僚
的
に
も
な

　
う
民
主
的
に
も
な
蚕
得
る
の
で
あ
る
。
申
央
に
統
一
機
關
が
あ
る
か
ら
と
て
常
に
施
政
が
劃
一

　
的
の
型
に
入
る
竜
の
で
は
な
い
。
自
治
的
に
織
詰
を
治
め
得
る
人
民
の
間
に
於
て
も
自
治
上
の

　
中
央
八
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
挨
た
ぬ
次
第
で
あ
る
が
、
全
く
地
方
に
一
任
し
て
地
方
が

　
未
だ
．
十
分
に
人
民
一
般
に
機
工
均
等
的
に
公
李
に
自
由
に
幸
旛
を
輿
へ
得
な
い
事
情
が
あ
る
揚

　
合
に
は
中
央
の
語
義
の
カ
に
よ
り
て
此
任
務
を
果
力
さ
し
む
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
例
へ

　
ば
日
本
の
普
通
気
血
の
施
設
経
螢
は
國
費
に
依
ら
ず
し
て
主
と
し
て
地
方
の
費
用
に
よ
う
て
螢

　
論
せ
し
む
る
は
地
方
自
治
の
本
義
な
ウ
な
ど
㌦
い
ふ
議
論
は
全
く
自
治
の
形
式
的
な
空
虚
な
解

　
繹
で
あ
る
。
地
方
は
地
方
の
カ
で
自
治
的
に
登
熱
す
べ
し
と
い
ム
意
味
の
奥
に
は
凡
て
の
地
方

　
人
民
に
均
等
的
な
公
正
自
由
な
政
治
が
徹
底
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ム
内
容
諾
意
昧
が
存
在
せ
ね

　
ば
な
ち
な
い
。
　
若
し
既
機
會
均
等
的
な
慮
置
が
地
方
の
力
に
よ
う
て
不
可
能
な
る
場
合
に
は
國

　
家
長
ら
の
力
に
よ
う
て
此
を
補
助
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
是
に
軍
に
一
地
方
蘭
政



　
治
で
な
く
國
家
全
謹
と
し
て
の
政
治
と
な
’
参
國
翼
下
膣
と
し
て
の
幸
顧
が
均
等
に
並
進
せ
ら
れ

　
行
く
謬
で
あ
る
。
固
よ
ム
地
方
に
よ
ウ
て
は
勤
勉
な
も
の
も
怠
惰
な
竜
の
も
あ
っ
て
國
費
補
助

　
や
一
般
に
申
央
機
關
の
活
動
は
此
等
怠
惰
な
地
方
民
を
保
護
す
る
様
な
も
の
に
な
う
は
せ
な
い

　
か
と
い
ム
論
も
あ
ら
ん
が
、
こ
れ
は
行
政
と
い
ふ
働
よ
ウ
監
督
乏
い
ム
こ
と
を
全
然
抜
き
去
つ
π

　
考
方
で
あ
っ
て
取
る
に
足
ら
ぬ
議
論
で
あ
る
。
米
國
に
於
け
る
植
民
時
代
の
狡
駐
な
る
自
治
精

　
帥
の
表
現
と
，
し
て
の
敏
育
行
政
機
密
で
あ
っ
だ
所
の
田
舎
の
學
涯
制
度
は
其
後
漸
次
費
展
せ
る

　
團
禮
生
息
に
封
し
て
極
め
て
不
公
器
な
、
不
利
盤
な
蓑
虫
と
な
つ
π
。
　
此
制
度
は
實
際
に
於
て
十

　
九
世
紀
低
率
迄
は
腰
止
さ
れ
な
か
つ
控
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
初
め
に
於
て
ホ
レ
曇
ス
、
マ
ン
な

　
ど
が
極
力
空
態
止
に
努
力
し
人
民
一
般
に
均
等
な
る
幸
爾
を
興
ム
る
雑
な
公
正
な
療
育
機
關
と

　
し
て
州
學
務
局
の
設
置
に
意
力
し
だ
の
竜
全
く
時
勢
に
適
す
る
大
な
る
意
味
に
於
け
る
デ
モ
ク

　
ラ
シ
「
的
家
態
度
で
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
星
雲
に
魚
心
な
る
多
く
の
州
に
、
於
て
殊
に
十
九
世
紀

　
初
め
頃
よ
う
著
し
く
學
校
墓
本
財
産
等
に
關
す
る
計
書
を
立
て
、
中
央
政
府
に
於
て
も
教
育
基
本

　
財
産
と
し
て
土
地
を
．
分
留
し
千
八
百
七
十
六
年
に
は
巳
に
十
二
萬
五
千
方
束
に
介
し
、
英
本
國
の

　
面
積
以
上
と
な
う
而
か
竜
此
申
約
八
ナ
パ
駐
セ
ン
ト
は
初
等
敏
育
に
属
す
る
竜
の
で
あ
る
の
で

畑
あ
る
・
曾
。
萎
髭
曇
言
葺
｝
・
・
d
審
姦
羨
§
。
・
・
。
・
。
・
－
ξ

　
　
　
　
　
，
回
虫
約
櫨
濟
の
婆
礎
と
し
て
の
牽
幽
小
畢
教
育
の
臓
謹
立
塩
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
叱
翫
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哲
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研
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三

三
賜
＋
ド
ニ
號

　
、

セ
六

　
南
北
載
争
以
後
暫
ら
く
の
問
は
國
内
の
融
和
統
輔
に
苦
心
き
れ
、
初
等
教
育
に
於
て
は
急
激
な

る
凝
化
な
く
、
大
事
に
於
て
．
十
九
世
紀
初
孚
期
に
於
け
る
自
畳
維
新
の
事
業
を
縫
嬉
し
徐
々
と
敏

育
の
普
及
及
其
内
客
の
改
善
に
力
を
署
し
泥
の
で
あ
る
。
固
よ
う
一
般
の
教
育
鍛
態
は
其
當
時

の
濁
逸
な
ど
に
比
す
れ
ば
未
だ
幼
稚
な
竜
の
で
あ
っ
泥
の
で
あ
る
が
、
斗
米
の
交
明
を
摸
倣
す
る

に
急
で
あ
っ
だ
日
本
な
ど
に
即
し
て
は
優
に
忠
告
者
の
位
地
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
千

八
百
七
十
二
年
我
が
明
治
五
年
に
當
時
の
公
使
で
あ
っ
た
賢
母
禮
氏
は
政
府
の
委
託
に
墓
き
米

國
の
大
學
総
長
や
敏
育
界
知
名
の
人
々
勝
軍
名
に
宛
て
て
敏
育
は
國
家
の
物
質
的
磯
達
の
上
に

商
業
の
上
に
農
業
及
工
業
の
上
に
、
國
民
の
杜
會
的
、
蓮
徳
的
方
面
無
手
健
康
上
の
艶
態
に
、
一
國
の

法
律
及
政
治
の
上
に
如
何
な
る
影
二
響
を
及
ぼ
す
や
と
い
ふ
様
な
今
日
よ
ウ
見
れ
ば
實
に
幼
維
な

質
思
を
零
し
て
居
る
。
當
時
の
米
國
の
敏
育
界
は
此
等
の
問
に
帯
し
て
恰
か
竜
子
供
を
敏
ふ
る

が
如
く
極
め
て
常
識
的
に
懇
切
に
回
答
を
與
へ
て
居
る
。
　
此
申
に
は
其
後
明
治
六
年
よ
蚤
六
年

間
日
本
政
府
の
敏
育
顧
問
で
あ
っ
π
ダ
ゼ
ッ
ト
、
マ
レ
｝
の
忠
告
文
も
見
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
国
㍗

q
＄
離
8
貯
む
鵠
苧
ン
で
牲
①
ε
謬
窪
衛
Q
9
字
網
」
G
。
諺
）



　
、
幽
今
逐
字
の
上
よ
ム
十
九
澄
紀
後
孚
に
於
け
る
米
．
國
小
憩
…
血
忌
の
到
達
を
見
を
る
の
に
千
八
百

　
五
十
八
年
忌
は
五
歳
よ
づ
二
十
歳
迄
の
竜
の
で
小
溢
血
に
出
席
せ
る
も
の
が
全
数
の
約
五
十
九

　
　
バ
「
セ
ン
ト
で
あ
っ
π
か
、
千
九
百
年
に
至
う
℃
は
小
面
校
に
在
籍
す
る
竜
の
は
五
歳
よ
う
十
八

　
歳
迄
の
も
の
㌧
七
十
ニ
パ
p
セ
ン
ト
除
で
あ
っ
て
二
心
日
々
の
出
席
者
は
約
六
十
八
野
『
セ
y

　
　
ト
と
な
う
、
最
近
に
於
て
は
在
藷
は
七
十
三
パ
『
セ
ン
ト
籐
で
あ
．
つ
て
罷
申
日
々
の
出
席
者
は
約

　
ゼ
十
四
メ
冨
セ
ン
ト
に
高
ま
っ
て
來
て
居
る
の
で
あ
る
。
へ
℃
蓬
。
び
箆
旨
甲
国
翼
。
翌
晩
山
鷲
。
σ
q
奉
。
・
脆
9
国
㍗

　
き
舞
δ
β
同
Q
。
α
二
心
D
詮
凸
O
跡
朗
Φ
螂
。
醤
9
慈
Φ
O
o
回
田
落
ざ
昌
零
9
国
蟄
霧
試
8
ド
β
O
＜
o
一
・
H
ド
日
㊤
唱
）
而
し
て
其
内
容
の

　
改
善
に
面
し
て
は
斜
鼻
上
の
理
論
的
研
究
が
漸
次
盛
に
な
う
、
早
れ
と
敷
育
實
際
と
が
緊
密
な
る

　
關
係
を
保
つ
に
至
つ
だ
こ
と
が
十
九
世
紀
後
備
に
於
け
る
大
な
る
特
色
で
あ
ら
う
と
恩
ふ
の
で

　
あ
る
。

　
　
米
國
に
於
て
英
武
で
出
版
き
れ
π
、
敏
授
法
の
書
物
で
最
も
初
め
の
竜
の
は
前
に
述
べ
た
ペ
ス

　
タ
ワ
。
チ
貰
派
の
ネ
罫
フ
が
米
國
へ
渡
う
最
初
三
ケ
年
の
問
專
ら
英
語
の
研
究
を
な
し
つ
＼
あ
る

　
時
代
に
書
い
た
竜
の
で
午
八
百
O
八
年
に
出
版
に
な
っ
て
居
惹
の
で
あ
る
。
其
後
千
八
百
四
十

　
二
年
に
ボ
ッ
タ
害
及
エ
マ
E
ソ
呪
の
合
爵
で
あ
る
所
の
「
二
二
及
學
三
二
師
レ
其
他
二
三
の
も
の
が
出

、
㎜
版
さ
れ
π
の
で
あ
る
が
、
＋
九
世
紀
初
孚
期
に
公
に
さ
れ
控
竜
の
で
最
竜
二
値
あ
る
竜
の
は
べ
執

　
　
　
　
　
・
塁
酌
釜
の
譲
宅
て
の
鳶
小
餐
遼
の
鰻
葵
槻
＼
　
　
　
　
　
　
　
老
．



　
　
　
　
　
暫
駐
研
，
究
，
、
第
曝
士
鶉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
－
驚

伽
　
ジ
の
口
底
授
の
理
論
及
實
際
」
と
い
ふ
書
物
で
あ
っ
た
σ
　
ベ
ポ
ジ
は
幼
少
よ
う
敏
職
を
以
て
自
己
の
　
嗣

1
　
天
職
と
な
さ
ん
と
の
熟
心
家
で
あ
っ
て
ホ
レ
君
ス
、
マ
ン
に
知
ら
れ
、
其
推
薦
に
よ
う
て
紐
育
州
ア

　
川
バ
ニ
；
の
師
範
學
蘇
蜜
と
な
ウ
、
星
野
の
師
範
教
育
更
薫
辛
學
敏
育
謹
上
に
異
彩
を
放
つ
底
の

　
改
善
を
試
み
π
の
で
あ
る
が
．
共
著
書
竜
米
国
に
於
て
墨
壷
多
く
又
最
も
永
く
割
れ
た
教
育
書
の

　
一
つ
で
あ
る
。
　
旧
本
に
於
て
竜
蘭
入
フ
ァ
ン
カ
ス
テ
置
ル
の
手
に
よ
う
て
糠
謬
さ
れ
明
治
九
年
に

　
出
版
さ
れ
一
時
教
育
界
の
重
贅
で
あ
っ
だ
の
で
あ
る
。
彼
は
其
著
書
の
一
節
に
療
育
者
の
模
範

　
的
人
物
と
し
て
孔
子
、
ソ
ク
ラ
テ
置
ス
、
プ
ラ
ト
ー
ア
ラ
ス
㍗
テ
レ
露
ス
、
セ
ネ
カ
、
ア
ツ
シ
「
ヤ
ム
、
ミ
ル

　
塾
ン
、
フ
ラ
ン
ケ
、
ベ
ス
タ
ロ
ソ
チ
奮
、
ト
置
マ
ス
ア
聖
ノ
ル
ド
な
ど
を
暴
け
て
居
る
の
で
あ
る
が
彼
が

　
皇
胤
論
の
墓
調
も
乙
れ
に
よ
う
て
略
ぼ
察
知
す
る
こ
と
が
出
血
や
5
と
思
ム
。
要
す
る
に
十
九

　
世
紀
初
心
期
に
歴
て
は
薫
育
の
理
論
的
硯
究
は
未
だ
甚
だ
寂
蓼
の
歌
態
で
あ
っ
だ
の
で
あ
っ
て
．

　
志
ま
ぺ
書
ジ
の
著
書
の
如
く
敷
迎
さ
れ
π
も
，
の
が
あ
っ
π
に
し
て
竜
學
術
的
研
究
と
い
は
ん
よ

　
蚕
は
寧
ろ
通
俗
的
の
纈
向
で
あ
う
．
敏
育
學
と
い
は
ん
よ
ウ
は
寧
“
ろ
敏
授
法
の
實
際
的
指
針
と
か
、

　
如
上
管
理
法
の
實
際
的
指
針
と
で
も
炉
ふ
べ
き
程
度
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。

　
　
十
九
世
紀
後
串
に
入
う
て
は
千
八
百
五
十
九
年
に
出
版
さ
れ
尤
ノ
ル
セ
ン
ド
の
日
＄
畠
露
、
。
・
畜
苧

　
一
、
㏄
葺
客
の
如
き
は
荷
通
俗
的
の
竜
の
で
あ
る
が
、
千
八
百
六
十
五
年
串
版
の
ウ
イ
ヶ
ル
シ
ャ
ム
の
寓
？



　
嘗
鼠
。
｛
H
ご
蓉
旨
。
乱
。
ロ
や
千
八
百
七
十
八
年
出
版
の
ジ
鑓
蔚
ノ
7
ト
の
国
げ
9
℃
δ
営
寒
露
多
。
郎
8
0
一
日
鶏
島
貯
㈹

　
な
ど
は
稽
學
術
的
の
態
度
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
ウ
イ
ケ
ル
シ
ャ
ム
は
認
識
の
本
質
よ
う
読

　
き
起
し
て
敏
雪
上
の
原
理
に
及
び
一
般
の
基
調
は
濁
聖
母
想
の
影
響
を
受
け
て
居
る
様
に
思
は

　
れ
る
。
　
ジ
欝
ホ
ノ
．
ト
は
一
面
ペ
ス
タ
ロ
。
ゲ
蜜
や
フ
レ
言
ペ
ル
な
ど
に
私
淑
し
他
面
に
は
進
化
論
殊

　
に
紳
秘
的
進
化
論
を
主
張
せ
る
ア
ガ
シ
す
の
理
科
激
育
な
ど
を
推
奨
す
る
所
は
ウ
イ
ケ
ル
シ
ャ
ム

　
な
ど
に
見
る
こ
と
の
出
來
ざ
る
一
特
色
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
蓋
し
ア
ガ
シ
す
は
千
八
百
四
十
六

　
年
米
國
へ
弔
う
、
千
八
百
七
十
三
年
に
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
南
東
ぺ
晶
ケ
置
ぜ
蜜
島
に
撃
て
夏
期

　
の
講
説
日
會
を
開
き
ベ
ス
タ
ロ
チ
ッ
チ
ロ
や
プ
レ
「
ベ
ル
の
蹴
教
授
法
に
墓
軌
さ
て
理
科
…
敏
育
の
改
叢
ロ
に

　
努
力
せ
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
進
化
論
の
出
群
群
は
ダ
婁
ヰ
ン
の
如
く
機
械
的
に
あ
ら
ず
．
紳
は
生
物

　
の
生
ず
る
前
に
紳
の
心
の
中
に
思
想
の
範
疇
と
し
て
生
物
の
種
の
観
念
を
内
具
し
て
居
る
も
め

　
て
、
桶
切
の
生
物
は
物
質
的
存
在
に
あ
ら
ず
し
て
紳
的
存
在
で
あ
る
と
い
ム
檬
な
見
方
で
あ
っ
た
。

　
進
化
論
其
竜
の
は
別
と
し
て
彼
の
理
科
敏
育
法
は
米
國
に
於
け
る
敏
授
法
殊
に
理
科
敏
授
法
に

　
一
新
紀
元
を
劃
せ
る
も
の
と
い
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
か
竜
其
方
法
は
ペ
ス
タ
ロ
ワ
チ
；
の

　
興
趣
ほ
プ
レ
∬
ペ
ル
な
ど
の
主
義
に
墓
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
ジ
露
ホ
ノ
ソ
ト
の
敏
育
思
想

㎜
の
墓
調
は
失
張
籐
程
猫
乙
的
思
想
の
影
響
を
受
け
て
居
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・
二
階
哲

　
　
　
　
　
、
婁
翌
誓
養
乞
て
案
潤
雀
警
の
爽
逮
大
灘
　
　
　
　
　
　
　
r
、
・
圭



　
　
　
　
　
、
哲
墨
研
究
　
第
四
レ
＋
二
號
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
八
O

㎜
監
學
の
方
面
に
於
て
は
十
八
世
紀
の
末
頃
に
巳
に
カ
ン
ト
は
米
國
に
紹
介
さ
れ
、
十
九
世
紀
初
牛
期

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
に
は
工
罫
ル
大
學
の
敏
授
や
、
猫
逸
へ
の
留
學
生
の
三
朝
な
ど
に
よ
う
て
濁
逸
近
代
の
哲
學
思
想

　
が
紹
介
さ
れ
、
殊
に
十
九
世
紀
本
望
の
初
め
頃
よ
う
後
年
米
聖
堂
十
界
の
名
士
と
な
つ
π
所
の
ウ

　
ィ
ジ
ア
ム
、
ハ
リ
ス
な
ど
が
濁
逸
の
隠
逃
哲
人
と
呼
ば
れ
だ
プ
ロ
。
タ
マ
エ
や
書
な
ど
の
敏
に
よ
う

　
て
へ
E
ゲ
ア
の
研
究
者
と
な
う
干
八
百
六
十
七
年
よ
う
同
九
十
三
年
迄
哲
學
難
誌
を
出
版
し
濁

　
逸
の
玉
響
思
想
を
米
國
に
紹
介
し
ロ
イ
ス
や
ぜ
～
ム
ス
の
如
き
も
此
等
の
難
誌
よ
蚤
威
激
を
受

　
け
尤
と
い
ム
こ
乏
で
あ
る
が
、
此
等
猫
逸
思
想
は
自
然
に
敏
育
黒
潮
に
も
少
か
ら
ざ
る
影
響
を
與

　
へ
差
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
空
♂
網
i
＞
旨
Φ
弓
二
三
菩
8
σ
q
一
さ
・
っ
・
。
Φ
…
b
っ
鋒
喝
）
。

　
　
十
九
世
紀
後
孚
に
於
け
る
…
敏
育
思
想
申
ウ
イ
ケ
ル
シ
ャ
ム
や
ジ
ョ
ホ
ノ
ッ
ト
の
竜
の
よ
ウ
も
一
暦
米

　
國
的
色
彩
を
有
し
デ
モ
ク
ラ
シ
蜜
の
主
義
の
下
に
敢
育
思
想
を
取
り
扱
ひ
大
な
る
影
響
を
米
國

　
の
教
育
界
に
輿
へ
た
も
の
は
曾
て
谷
本
博
士
の
指
導
の
下
に
樋
口
氏
な
ぜ
の
活
動
主
義
と
し
て

　
日
本
の
敏
育
界
に
紹
介
さ
れ
π
所
の
パ
｝
カ
｝
の
思
想
で
あ
る
。
彼
は
生
得
的
に
敏
師
の
職
を

　
樂
み
、
曾
て
敏
職
を
跡
し
て
南
北
戦
璽
に
も
出
て
激
戦
の
経
鹸
を
も
な
し
佐
官
の
階
級
に
上
ウ
π

　
る
も
．
戦
後
再
び
敏
職
に
從
毒
し
．
教
育
の
原
理
研
究
の
鷺
的
で
濁
逸
へ
竜
無
量
し
、
脇
朝
の
後
ク
エ

　
ン
シ
ー
の
小
學
鞍
長
と
し
て
所
謂
ク
エ
ン
シ
；
式
の
敏
育
法
を
試
み
教
育
界
に
多
大
の
刺
激
を



　
與
へ
、
其
後
一
ニ
ケ
所
に
韓
ゼ
．
敏
育
行
政
に
關
す
る
経
験
を
も
積
み
晩
年
は
シ
カ
ゴ
大
死
の
敏
育

　
部
長
と
竜
な
う
．
翌
翌
削
際
の
方
面
に
予
て
野
相
當
の
成
績
を
墾
げ
、
十
九
世
紀
後
壁
期
に
於
け
る

　
敷
眼
界
の
名
士
で
あ
る
の
で
あ
る
。
彼
の
敏
育
思
想
は
圭
と
し
て
千
八
百
八
十
三
年
出
版
の

　
配
置
涛
ω
。
β
日
①
き
ぼ
u
σ
q
千
八
百
九
十
一
年
出
版
の
阜
ピ
島
ω
。
口
団
①
号
σ
q
。
嘔
。
。
・
の
二
百
に
於
て
駿
表
さ
れ
て
あ

　
る
の
で
あ
る
が
．
其
集
注
主
義
、
統
一
主
義
は
彼
自
ら
告
罪
し
て
居
る
様
に
主
と
し
て
へ
卿
バ
ル
ト

　
涙
及
プ
レ
蚕
ベ
ル
な
ど
の
思
想
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
　
而
か
姫
垣
の
直
接
理
想
と
す
る
所
は
米

　
辞
職
來
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
再
現
で
あ
っ
だ
。
彼
の
思
想
は
デ
ュ
ゥ
イ
」
な
ど
に
比
す
れ
ば
理
論

　
理
的
．
哲
學
的
方
面
に
於
て
幼
稚
な
る
の
威
が
あ
る
け
れ
ど
類
題
理
想
主
義
的
な
態
度
に
於
て
一

　
種
の
味
が
戚
ぜ
ら
る
㌧
様
で
あ
る
。
彼
は
貴
族
主
義
的
生
活
の
根
本
動
機
は
少
数
者
の
我
欲
で

　
あ
る
。
支
配
欲
、
勢
力
欲
、
で
あ
う
、
安
逸
豪
借
の
欲
で
あ
っ
て
、
其
方
法
と
し
て
は
憩
秘
主
義
、
で
あ
ウ
、

　
警
察
的
監
獄
的
拷
問
的
軍
隊
的
な
腕
力
主
義
で
あ
ウ
、
単
路
意
義
で
あ
ウ
弧
立
脚
階
級
分
離
主
義

　
で
あ
ウ
從
っ
て
教
育
も
階
級
的
で
あ
う
叉
分
量
主
義
で
あ
る
、
之
れ
に
反
し
て
民
圭
生
活
は
肚
會

　
自
身
が
自
己
を
支
配
す
と
の
原
理
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
肚
會
の
各
員
は
肚
會
の
善

　
に
寄
事
し
三
皇
の
爲
め
に
生
活
し
薩
會
が
與
へ
得
る
も
の
を
受
取
る
の
で
あ
る
。
民
主
生
活
の

㎜
根
本
原
理
は
各
入
が
凡
て
に
封
レ
凡
て
薯
人
に
算
す
る
責
任
で
あ
る
、
人
道
の
目
標
は
フ
ー

　
　
　
　
　
民
主
的
生
活
の
茶
礎
と
し
て
の
三
園
小
學
敏
育
の
嚢
建
大
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
哲
醗
研
、
究
第
四
＋
二
號
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
八
二

醗
ド
ム
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
リ
バ
置
テ
｝
は
各
人
の
馬
丁
で
フ
ジ
罫
ド
ム
は
紳
の
法
則
を
詮
索

1
　
し
興
れ
を
運
奉
ず
る
所
に
得
ら
る
＼
も
の
で
あ
る
．
フ
リ
ー
ド
ム
の
所
有
者
は
幸
輻
、
市
民
的
資
格
、

　
個
人
の
登
展
、
道
徳
的
行
爲
、
等
等
所
有
者
に
封
ず
る
あ
ら
ゆ
る
善
を
内
具
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
杜
會
が
個
人
に
輿
へ
得
る
最
上
の
個
人
的
梅
利
は
フ
リ
ー
と
な
る
べ
き
ソ
バ
ー
テ
甚
と
方
法
と

　
で
あ
る
。
此
プ
リ
汀
ド
ム
を
得
る
唯
一
の
方
法
は
帥
敏
育
で
あ
る
、
殊
に
初
等
教
育
で
あ
る
、
共
教

　
育
は
分
量
的
の
竜
の
で
は
な
く
質
的
の
竜
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
デ
モ
ク
ラ
シ
置
の
本
義

　
は
個
人
々
々
に
眞
の
自
由
を
膿
得
せ
し
む
べ
き
図
解
を
與
ふ
る
に
あ
う
、
人
間
と
人
間
の
達
せ
ん

．
と
す
る
目
的
と
の
問
に
濫
う
に
人
爲
的
な
る
無
盆
の
肚
會
的
及
政
治
的
障
壁
を
閃
く
べ
き
筈
で

　
な
い
の
に
拘
ら
ず
現
代
の
米
囲
に
於
て
は
荷
ほ
此
等
の
障
壁
に
妨
げ
ら
れ
て
号
数
以
上
の
暴
民

　
は
自
由
の
境
遇
に
逮
し
て
居
ら
な
い
の
で
あ
る
。
重
れ
畢
覚
小
羅
馬
育
の
不
完
全
な
る
に
因
る

　
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、
小
學
稜
の
夕
蝉
の
如
何
は
共
敏
授
法
や
敏
科
目
の
み
に
依
存
す
る
も
の
で

　
は
な
く
継
馬
的
要
素
R
依
存
す
る
こ
と
が
大
で
あ
る
。
帥
小
準
準
は
肚
會
の
凡
て
の
階
級
の
子

　
弟
が
一
丁
に
集
ウ
互
に
心
墨
的
交
渉
融
合
を
荏
す
の
場
所
で
あ
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
凡
て
が

　
各
臼
に
聾
す
る
責
務
の
自
畳
で
あ
っ
て
此
自
畳
は
新
か
る
聖
母
的
な
李
等
の
學
校
に
於
い
て
訓

　
練
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
嘗
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
℃
籠
冨
7
円
巴
訂
茸
団
亀
序
面
。
。
q
思
出
9
一
蕊
↑
唱
）
彼
れ
に



畠

み
ウ
て
斯
く
し
て
得
た
る
高
等
≧
そ
聯
の
寓
像
と
し
て
の
入
問
の
償
値
生
活
で
あ
σ
だ
の
ぞ
み

る
。
要
す
る
に
彼
の
引
引
思
想
は
一
般
的
學
術
的
の
傾
向
に
於
て
も
枳
當
の
言
値
を
有
し
而
か

も
其
構
成
せ
る
原
理
は
米
國
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
的
生
活
の
實
現
に
適
合
す
る
所
の
白
H
治
的
な
創

業
的
な
人
格
を
作
う
上
げ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
而
か
乳
其
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
軍
に
政
治
の

デ
モ
ク
ラ
シ
レ
で
は
な
く
就
會
的
で
あ
う
、
叉
宗
敏
的
二
分
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
態
度
と

し
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
塾
の
外
に
理
想
と
し
て
の
デ
墨
ク
ラ
シ
！
を
認
め
て
居
る
の
で
あ
る
9
ホ

ひ
・
馨
ス
、
マ
ン
や
ノ
『
ナ
F
ド
な
ど
が
民
主
生
活
實
現
の
爲
め
に
小
忌
…
敏
育
改
善
に
努
力
せ
る
以

來
三
四
十
年
の
後
に
於
て
パ
「
力
置
の
如
き
思
想
と
二
二
の
爾
方
面
に
於
て
敏
育
内
容
の
革
新

に
鑑
せ
る
入
物
を
爵
し
た
の
は
米
証
徴
育
更
上
の
重
要
な
る
言
言
と
い
ふ
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

四

　
　
千
二
八
百
六
十
三
年
十
一
月
十
九
臼
ゲ
ッ
テ
ス
ブ
ル
グ
に
於
け
る
南
北
戦
争
戦
死
者
記
念
碑
除
幕

　
式
に
於
て
リ
ン
カ
ー
ン
の
試
み
カ
る
追
悼
演
論
申
の
有
名
な
言
葉
で
あ
る
所
の
入
民
に
由
て
、
人

　
民
の
爲
め
の
、
人
民
の
政
治
と
い
ふ
民
主
主
義
は
主
と
し
て
政
治
面
の
民
主
生
活
を
意
味
す
る
も

懸
の
で
あ
ら
う
瑛
南
北
職
争
以
後
に
於
て
大
西
洋
の
海
底
電
線
の
布
設
や
来
大
陸
横
断
の
二
道
の

　
　
　
，
　
　
　
民
勲
約
跳
活
の
茶
礎
と
し
て
の
米
園
小
醗
教
育
砂
磯
蓮
大
豪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
蕊



　
　
　
　
　
哲
㌧
學
、
研
究
　

第
瞬
十
二
號
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
鱒

昭
　
完
成
や
電
話
や
、
電
燈
の
使
用
等
交
明
の
利
器
の
襲
達
す
る
に
從
ひ
、
或
る
意
味
に
重
て
髄
質
生
活

1

　
は
流
動
的
と
な
う
幸
爾
均
沽
の
心
々
も
多
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
都
市
の
登
達
は
都

　
市
と
田
舎
と
の
差
別
を
大
な
ら
し
め
、
貧
富
の
懸
隔
は
自
然
に
階
級
帥
駿
態
を
生
み
出
し
、
魅
會
生

　
活
M
般
は
植
民
時
代
な
ど
に
比
す
れ
ば
デ
モ
ク
シ
夏
の
氣
分
を
滅
じ
、
寧
ろ
盛
る
意
味
に
於
け
る

　
階
級
的
生
活
と
な
つ
泥
、
政
治
の
方
面
に
於
て
は
＋
九
世
紀
初
牛
に
於
て
競
べ
の
州
に
於
て
選
墨

　
権
の
資
格
を
輕
滅
し
て
其
権
利
を
熱
論
し
途
に
漸
次
普
通
選
暴
的
に
民
主
的
に
進
ん
で
肇
控
の

　
で
あ
る
け
れ
ど
竜
。
藤
波
的
生
活
に
於
て
は
寧
ろ
階
級
滝
壷
溺
的
の
状
態
が
著
し
く
な
っ
て
來
π

　
の
で
あ
る
。
殊
に
此
傾
向
は
近
代
に
患
う
て
盆
甚
だ
し
く
討
っ
て
來
力
の
で
、
千
九
百
〇
九
年
声

　
じ
ヅ
ヴ
ェ
ル
ト
内
閣
時
代
に
於
て
は
田
含
の
農
村
生
活
の
改
良
調
査
委
員
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
農
村

　
は
都
市
に
依
存
せ
ず
し
て
農
村
登
れ
膚
身
に
於
て
可
成
完
全
な
る
生
活
を
味
ひ
都
市
住
民
と
農

　
民
と
の
問
に
幸
心
の
均
沽
を
圖
ら
ん
と
し
農
村
の
敏
育
の
如
き
も
斯
か
る
主
義
の
下
に
漸
次
改

　
良
さ
れ
つ
＼
あ
る
の
で
あ
る
。
新
の
如
き
勉
幽
玄
歌
謡
の
下
に
デ
ュ
ク
イ
蓋
の
様
な
滋
馬
上
の
民

　
主
生
活
の
敏
活
思
想
が
表
は
れ
來
る
の
は
決
し
て
偶
然
と
は
い
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
政
治
上

　
に
於
て
も
選
墨
の
資
格
を
有
す
る
竜
の
は
皆
霊
く
果
し
て
自
主
的
能
力
を
有
し
て
居
る
や
否
や

　
は
疑
問
で
あ
っ
て
、
此
織
に
於
て
は
學
按
敏
育
や
肚
倉
敏
育
に
於
て
所
謂
公
民
面
上
の
必
要
も
あ



　
る
で
あ
ら
う
が
距
最
近
の
米
國
敢
育
界
に
於
け
る
デ
篭
ク
ラ
シ
5
は
政
治
的
方
面
よ
ウ
は
寧
ろ
胱

　
女
盛
方
面
に
注
意
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ウ
イ
r
は
庸
主
紅
鮭
會
生
活
の
標
準
と
し
て
第

　
一
に
肚
會
が
共
有
す
る
共
同
の
利
害
と
い
ム
竜
の
が
輩
一
な
る
竜
の
で
は
な
く
色
々
澤
山
あ
う

　
て
且
又
踊
れ
が
多
売
複
錐
な
も
の
で
あ
る
。
　
而
か
・
竜
其
相
互
的
に
共
有
す
る
利
害
の
承
認
に
甥

　
し
十
分
騙
る
信
頼
を
有
す
べ
き
で
あ
る
と
な
し
、
第
二
に
は
他
の
種
々
の
祉
會
的
画
素
と
盆
々
自

　
由
な
る
交
渉
を
な
す
の
み
な
ら
ず
、
其
順
良
的
習
慣
を
墾
化
す
べ
き
で
あ
る
即
複
離
多
様
の
交
渉

　
よ
う
生
ず
る
新
ら
し
ぎ
境
遇
に
接
し
て
不
断
に
改
整
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
（
d
o
譲
Φ
ヤ

　
b
Φ
日
8
養
。
望
診
口
囲
含
露
試
。
嵩
お
H
O
旨
O
O
℃
）
が
、
第
一
の
標
準
に
於
て
は
豊
富
に
し
て
便
値
あ
る
魁
會
生
活

　
の
内
容
を
要
求
し
叉
成
員
相
互
の
協
同
の
特
徴
を
要
求
す
る
竜
の
で
あ
う
、
第
二
の
標
準
に
於
て

　
は
孤
立
的
階
級
的
の
霊
感
を
排
し
て
感
官
相
互
の
卒
和
的
交
渉
及
協
調
を
要
求
し
而
か
も
肚
會

　
に
於
－
け
る
不
断
の
改
造
登
展
を
期
す
る
菟
の
と
見
る
こ
と
が
出
面
る
の
で
あ
る
。
蜥
か
る
意
味

　
隔
の
民
主
的
激
會
を
構
成
す
る
に
は
着
呼
の
力
に
ょ
う
、
て
個
心
々
々
の
自
良
性
や
玉
露
な
る
創
造

　
力
を
養
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
學
校
滴
れ
薄
身
は
斯
か
る
民
主
的
魁
會
の
生
き

　
穴
胎
生
的
の
形
と
し
て
露
語
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
實
計
上
の
民
主
的
肚
會
生
活
を
構
威
す
る
基

価
本
瓦
は
民
主
的
勉
會
生
活
の
胎
児
と
し
て
の
敏
育
活
動
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
・
デ
屯
ク
ラ
シ

　
　
　
　
・
琴
三
生
溝
の
塞
礎
と
し
て
め
米
霞
小
箪
敏
育
の
登
蓮
大
槻
　
＼
　
　
　
　
　
　
、
　
金

甦



　
　
　
　
　
蘭
三
十
究
　
第
四
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
八
六

鵬
　
「
的
の
教
育
で
あ
っ
て
初
あ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
｝
の
肚
會
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゲ
凄
ツ
茎

1

　
式
数
育
の
如
き
は
實
に
潤
る
意
昧
に
於
て
此
の
思
想
の
学
帽
化
さ
れ
だ
も
の
と
見
て
も
よ
い
の

　
で
あ
る
。
．
生
産
や
功
利
上
の
能
率
の
み
を
見
ず
し
て
心
的
経
験
を
重
ん
じ
嵩
ら
物
質
主
義
に
照

　
ら
ざ
ら
ん
ζ
と
を
警
戒
す
る
の
態
度
は
デ
ュ
ウ
イ
匡
の
實
用
主
義
の
興
味
で
あ
る
が
、
思
想
の
濁
膚

　
的
債
値
を
輕
ん
じ
此
を
道
具
と
見
だ
る
織
に
観
て
は
内
面
生
活
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ヨ
に
於
て
微
底

　
せ
る
も
の
で
は
な
い
、
斯
か
る
根
祇
に
立
ち
て
果
し
て
翼
の
意
味
に
於
け
る
雁
會
生
活
の
デ
モ
ク

　
ラ
シ
彦
が
建
設
さ
る
、
や
否
や
は
疑
問
と
す
る
所
な
る
も
、
子
供
の
自
署
的
活
動
に
満
足
を
與
へ
、

　
敏
育
と
い
ふ
生
活
を
馬
丁
に
昧
は
し
め
ん
と
す
る
努
力
は
多
と
す
べ
き
で
あ
る
。
其
他
或
は
サ

　
書
チ
の
個
性
適
慮
の
敏
各
論
の
如
き
エ
リ
ザ
ベ
ス
式
と
か
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
式
と
か
、
バ
タ
ゼ
や
式
と

　
か
色
々
な
考
案
の
下
に
差
別
的
な
個
性
に
鷹
じ
て
敏
育
上
の
機
會
均
等
を
行
は
ん
と
し
つ
＼
あ

　
る
諸
種
の
試
な
ど
も
此
等
の
目
的
を
達
せ
ん
欝
め
に
生
徒
の
方
面
よ
ウ
見
た
る
デ
モ
ク
ヲ
シ
荘

　
的
の
敷
育
案
の
一
つ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
，
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
　
要
す
る
に
植
民
時
代
に
於
て
其
初
等
敏
育
の
状
況
は
未
だ
民
主
生
活
の
自
誓
の
自
畳
に
乏
し

　
く
、
掴
掬
立
戦
馬
歯
殊
に
十
九
世
紀
初
坐
・
期
に
於
て
は
ホ
．
レ
『
ス
、
マ
ン
や
パ
蓄
ナ
F
ド
の
如
く
民
主

　
酌
生
活
と
初
等
敏
育
の
關
孫
に
就
て
均
畳
す
る
所
が
あ
っ
鹿
の
で
あ
る
が
昆
主
生
活
其
も
の
R



］029

、
就
て
は
自
主
自
決
と
か
自
由
軍
事
ど
い
ふ
様
な
こ
と
は
考
へ
て
居
つ
π
に
し
て
竜
爾
甚
だ
漠
然

π
る
の
威
が
あ
る
の
で
あ
る
。
十
九
燈
紀
後
幕
に
至
ウ
殊
に
パ
ー
カ
｝
な
ど
に
よ
う
て
民
圭
生

活
の
政
治
的
、
就
會
的
，
意
義
が
自
畳
さ
れ
て
來
π
の
で
あ
る
が
、
更
ら
に
現
代
デ
ュ
ゥ
ィ
f
な
ど
に
よ

多
て
殊
に
…
耽
會
上
の
民
主
生
活
が
高
調
さ
れ
、
初
等
敢
育
は
此
等
の
思
想
に
支
配
さ
れ
て
居
る
有

様
に
見
受
け
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
　
ハ
ー
ト
の
近
著
敏
育
に
於
け
る
民
主
生
活
」
の
最
後
に
於
て
も

一
種
の
澄
會
的
な
民
主
生
活
の
意
趣
に
介
し
有
盆
な
る
意
見
の
登
表
竜
あ
み
の
で
あ
る
が
谷
本

博
士
に
よ
ム
敷
育
學
術
界
の
今
年
六
月
號
に
要
織
を
紹
介
き
れ
て
居
る
か
ら
此
土
合
此
嘘
に
は

省
略
し
た
い
ど
と
思
ふ
。

　
　
　
前
掲
以
外
の
主
な
る
謬
考
書
昌

　
日
．
男
○
診
。
覚
ピ
き
旨
窪
蓉
｝
μ
一
頃
9
0
巳
。
戸
開
。
阿
。
宝
島
）
＆
錘
ニ
ゲ
≧
お
づ
，
舞
｛
♂
葺
替
H
。
。
。
。
伊
こ
。
零
尾
｝
♂
賄
．

　
b
⊃
●
O
夢
影
二
品
一
簗
馨
。
昌
。
津
一
げ
。
⇔
巳
零
議
難
箕
璽

　
馬
◎
噂
類
肖
け
一
≧
昌
2
．
ぽ
≧
飼
多
錐
量
．

　
劇
●
考
弓
凶
£
窪
一
ぎ
雪
．
。
蕊
簿
一
麟
ぎ
言
仲
冒
；
津
ぎ
d
．
○
肇
」
8
H

　
騨
ぎ
σ
鳶
諺
ぎ
貸
H
甥
5
ヨ
霊
9
　
一
男
ゑ
乙
ぎ
鷺
写
停
。
国
8
き
巳
。
盗
馨
。
儀
（
周
縁
う
H
〆
鉾
日
O
嵩

　
鈴
ソ
H
8
審
一
甥
h
蔓
嘱
霧
暴
。
門
」
ピ
導
。
膏
三
H
厨
〔
ぎ
霧
凱
｛
）
　
二
〇
唱

　
刈
．
　
口
。
冠
算
O
O
冒
夢
コ
葺
、
訟
ギ
9
・
回
（
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

　
o
Q
．
ノ
く
’
勤
喚
●
・
ソ
汐
p
岩
㊦
一
翻
｛
ぎ
。
碁
凶
o
H
5
＝
乞
δ
二
謎
。
而
淘
・
冨
簿
尾
回
多
峯
目
o
D
ヨ
・

　
望
響
】
レ
讐
梓
一
鐸
弓
己
目
。
”
μ
。
回
　
Φ
；
乙
江
。
。
づ
、
ハ
三
（
一
日
O
§

　
　
　
底
福
釜
累
警
斐
の
議
翁
警
雇
斐
穆
　
　
　
　
　
　
　
八
事



1030

ド
O
．

μ
ド

μ
b
D
↑
．

H
q
◎
．

日
群
。

ド
堅

　　

@　

@
哲
學
硯
．
究
．
筆
撃
二
盤

ぎ
α
驚
7
山
艮
琶
宕
象
（
）
”
ピ
3
費
霞
三
．
濫
呈
。
6
遜
δ
§

d
雲
、
3
1
寓
コ
）
。
魯
σ
ミ
。
駐
。
9
Φ
皇
↑

q
●
H
内
●
鱒
F
暮
一
b
。
白
。
。
影
。
嘱
げ
国
含
。
葺
書
お
μ
。
。
・
　
　
．

切
①
娼
。
暮
。
b
O
。
岩
巳
隆
。
9
尾
。
h
目
隠
μ
§
・
ぎ
厚
μ
G
。
刈
ご
帥
。
。
O
⑦
ぎ
＝
…
お
O
ω
ぎ
鼻
藁
お
O
脩

男
8
0
欝
。
紫
冨
冒
参
。
㏄
。
。
』
9
醒
覧
。
胤
目
〔
ぎ
。
葺
。
口
μ
～
図
目
“
図
図
図
く
昌
同
’

多
巳
鑑
Φ
一
臣
善
昌
。
h
夢
Φ
Q
。
冒
日
。
ロ
螢
。
げ
亀
硲
繭
玉
9
自
民
．
μ
。
。
譲
．

く
。
『
H
、
舅

八
八


